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1983年には0.7haC = 70a ) 、 19841:1~ 1こは 2ha (= 































199011~ 12月には J A 1(j IJ 1 diが約2億円をIl¥fi
私:
写真 1 (株)加工連角田納豆センター
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写真2 角田市岡の大豆畑
(第3園大B付近) 04. 9. 9撮影
写真3 角田市小田の大豆畑
(第3園大C付近) 04. 7. 23撮影
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写真4 角田市枝野の大豆畑







写真6 大豆選別機 04. 1. 25撮影









(第3国大G地点) 04. 1. 25撮影
うに1fj川市脱出にある JAみやぎflllNの低温ltj'
~.&Jil"( (写真8:第3園大G付近)へ愉i去して似

































































































































30g x 3 JとiCOOPみやぎ小粒納豆40g X 3 J 
(写真10)、大粒大豆「アヤコガネ」を初めて
収穫した2001年から製造している iCOOPあや












x 3 Jと 「あぶくま小粒納豆100g J (写真10)、
J Aみやぎ仙南が誕生した1998年から製造して
いる 「あぶくま納立JAみやぎflu南納V.100g J 
(写真10)、200311:から製造している 「あぶく












納豆タレ付50gx 3 ， . 
写真10 主な製品の帯かけフ ィルム






















































































































































































を管轄する7JA(JA角田市、 JA白石市、 JA 





-.11 1990年12月に創業した時は rJ A角田市納豆セ
ンターJ、7J Aが合併した1998年4月1日からは






































~22 J A みやぎ仙南では、 2008-201O{1~ にかけて従
来の小粒大豆「コスズ」よりも天候の影響を受けに
くい、病気に強い、収種量が多い小粒大豆「すずほ
のか」の試験栽培に取り組んだ。 2010年からは「す
ずほのか」を原料とした納豆に切り替えられた。
